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「ＡＲＤＦ競技」とは？

アマチュアバンドの電波を使った

オリエンテーリングのような競技

 Ａｍａｔｅｕｒ Ｒａｄｉｏ Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ Finding

 アマチュアの電波を探索してみつける

ARDF競技の内容(1)：概要

 約4～5キロ四方の競技エリア

 5個のTX(チェックポイント)が隠されています

 そのTXからは1分間ずつ、順番に電波が発信さ
れます

 競技者はその電波を受信機にて測定し、TXを
探して行きます

 制限時間は120分(100分～140分)
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ARDF競技の内容(2)：成績

 多くのTXを探索した方が上位成績

 同じ探索数であれば、フィニッシュタイム
の速い方が上位成績

成績集計では
異なる２つのデータを処理し

成績を出す必要がある

ARDF競技の内容(3)：スタート

 競技選手を分散させるため、ラリー
形式のスタートをする

 約4～6名が1組となり、5分毎にス
タートしていく

選手のタイムは、その選手毎にスタート
時刻とフィニッシュ時刻によって計算する
必要がある
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従来の集計作業(1)：紙パンチ

 紙製のチェックカードを使用した

 探索TXにてパンチチェックされたカード
を選手から回収する

この業務だけで、1名の専任スタッフが必要

従来の集計作業(2)：タイム計算

 スタート時間の記入された一覧表を使用

 フィニッシュエリアに近づく選手を確認して
フィニッシュ時刻を計測し記録する

： ：： ：10:40:00125

： ：： ：10:10:00126

： ：

タイム

： ：10:25:00124

フィニッシュ時刻スタート時刻ゼッケン

この業務だけで、おおむね2名のスタッフが必要



5

従来の集計作業(3)：順位ソート

 探索TX数、タイムを記載したカードを
作り、上位成績順に洗濯ばさみ等で吊
していく

 近年ではエクセル等に入力し、順位
ソートをかけることもある

前述の(1)(2)の作業は、リアルタイム作業のため
この作業を平行して行うことはたいへん難しい

フィニッシュエリアでの業務

 フィニッシュエリアに近づいて来る選手の
ゼッケン確認（フィニッシュ係に連絡）

 フィニッシュ時刻の記録

 チェックカードの回収

 その他

（ゼッケン回収、スポーツドリンク渡し等）

3名（できれば5名ほど)のスタッフが必要
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電子パンチ「SIシステム」の導入

●SPORTident製の電子パンチシステム

●集計作業が劇的に楽になります！

SIシステムの機材について
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(1)SIカード

指に取り付け、ステー
ションに差し込むことで
時間データを記録します

(2)SIステーション

 クリア，チェック・・・・スタートエリア

 TX1～TX5・・・・・・・・競技エリア

 フィニッシュ・・・・・・・フィニッシュエリア
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※SIステーションの特徴

 密閉構造で防水仕様

 内部設定を変えることで前述の機能を
持たせ

 マスターステーションを介してPCと接続
して操作する

(3)マスターステーション

 USBでPCに接続する

 接続ソフト「SIマネー
ジャー」によって操作
する

 SIカードからのデータ読み取り・書き出し

 SIステーションの設定
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(4)付属品①：スティック

 SIステーションとマス
ターステーションの接
続に用いる

 このカードを差し込むことでSIステーション
の電源がOFFとなる

 （SIカードを差し込むことで電源ONとなる)

(5)付属品②：オフカード
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SIシステム設定：SIマネージャー

SIマネージャーの用途

 SIシステムの設定

 SIカードからのデータ読み取り・書き出し

 マスターステーションを接続して操作します

 SPORTident社製のフリーソフト

 最低限のデータ書き出しまで行い、成績集
計は、専用ソフト「ARDF SI」を使う
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(1)初期設定：ポート設定

 [Setting]－[Serial Port]

※初期設定画面

 PC側のポート設定と、SIマネージャーのポー
ト設定を同じにします。

 通信速度は 38400[ﾋﾞｯﾄ/秒] が良い

 マスターステーショ

ンを接続する毎に

ポート番号が変わ

りますので毎回

確認する！
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(2)大会設定：イベント設定

 [Event]－[New]

※最重要項目：基準時間

 「Zero time」(基準時間)の設定

 SIカードは12時間制なので、基準時間
を0時とした相対的な時刻を記録する

(例)Zero time=08:00:00とすると

08:00:00 → 00:00:00 と記録

10:34:56 → 02:34:56 〃

12:12:34 → 05:12:34 〃



13

(3)ステーションの準備・設定

 [SI station]－[Prepare]－[Training mode]

※操作画面

書き込み設定

現在の設定

操作ボタン
・ステーション切替え

・設定の読み込み

・設定の書き込み

・電源OFF
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※主な設定項目

 [Current time](時刻)
PCの時刻が設定

 [Working time]
電源がOFFとなる時間

 [Task](機能)
 [Code no.](機材番号)

①マスターステーションの設定

※JARLのモノは Code no. 25、26に設定

20～30
(どれでも)

Read SI cards
マスター

ステーション

Code no.Task機 能

 [Directly]で操作する
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②SIステーションの設定

2Checkチェック

31～35,36ControlTX,(ﾋﾞｰｺﾝ)

3～Finishフィニッシュ

1
Clear

(completely)
クリア

Code no.Task機能

 [Master]で操作する

(4)SIカードデータの
読み取り・書き出し設定

 [SI card]－[Read]
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※主な設定項目①

 [Time format]を[HH.MM.SS]とする

※主な設定項目②

 [SPORTident]－[Computing option]
 [Write SI cards into file automatically
にチェックを入れる

 [File format]はCSVファイル

Delimiterは「Comma」(カンマ区切り)
String Delimiterは「“」

(最も一般的なCSVファイル形式です)
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前述の設定によって・・・

 SIカードを差し込み度にファイルにSIカード
のデータが追加(上書き)されていく

 競技中の特別な操作は不要！

(5)書き出されたSIの生ファイル

 一般的な CSVファイルですので、エクセル
などでそのまま読み込めます
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競技当日のスタッフ配置①

 スタートエリア：従来通りの人数

カードのクリア・チェックの確認係

15分前の選手呼出し係が兼任

※今までのトラブルの 1/3 がカードの未クリア

(カードのチェックは選手の責任)

競技当日のスタッフ配置②

 フィニッシュエリア：最低1名

カードの回収係

 リアルタイムでの必要は無く、順不同でカード
さえ回収できればよい！

 ゼッケン回収・スポーツドリンク配布も兼任可

 回収後15分あれば集計処理完了！
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集計ソフト 「ARDF SI」

ARDF SI について

 ＪＨφＵＦＵ遠藤和夫氏によるARDF競技
専用の集計ソフト(フリーソフト)です

 2001年全日本大会用にARDFWinが開発
され、2005年Reg.3大会よりSIシステムに
対応しARDF SI となる

 2005年からの全日本大会,全国高校大会,
信越・新潟・長野・静岡大会で使用されて
いる
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ARDF SIでやっていること

 競技内容の設定

 参加者データ作成(エクセル等でも作れる)
 SI生データの読込み(SIマネージャーから)

 探索TX数
 タイム算出

 (おまけ)各TXの探索タイム算出

 競技成績決定

データ管理

 競技毎にフォルダをつくり内にそこに
データが格納されている

 フォルダを保存すれば、後日そのまま
競技データを検証出来る
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(1)競技内容の設定

 一般的な競技情報です

[SI基準時間]
SIマネージャー

で設定した

Zero timeです

(2)参加者データ作成

 ゼッケン

 SIカード番号

 コールサイン

(データベースキー)
 氏名

 クラス

 スタート組(時刻ではなく順番)

 区分

 グループ(高校など)
 住所

 その他
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※データ例

最初に空データファイルを書き出し、そこに書
き込んでいくとよい

※参加者データの読み込み

 [ファイル]－[参加者データの読み込み]
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※各種データ修正

 ARDF SI 上で手動修正が出来ます

 修正データを CSVファイルに書き出すこと
もできます

 欠場等もここで

入力できます

※データの印刷

 プログラムや掲示物に必要なデータが
印刷できます

 参加者一覧(ゼッケン順)
 スタートリスト(スタート時刻で印刷)

 その他 CSVファイルに書き出すこともで
きます(タクシール等に利用)
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(例)データ印刷

※競技開始トラブルの対応

 多くあるトラブルは、競技開始時刻の遅
れです

 競技内容設定の[1組スタート時間]を変
更することで対応できます。

 何か怪しさを感じたら[データの初期化]
をしましょう。競技内容の設定は保持さ
れます(参加者データのみ初期化)
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(3)SI生データ読込み

 [ファイル]－[SIシステムデータの読込み]

※途中経過の速報

 その時点まででフィニッシュしている
選手だけでの結果順位が出せます

 未着の選手は、その数が表示されて
います

 未着の選手の一覧表示機能もありま
す

[データ編集]－[結果データ入力]
－[未入力一覧]
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(例)結果印刷

※結果の手動修正

[データ編集]－[結果データ入力]

競技の棄権・失格
などもここで入力
します
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※競技結果入力の確認

※最後に

[データ編集]
－[順位ソート]

を行います

 [未入力]の人数がゼロになったところ
で全員の結果が入力されました

※SI生データの加工(内部計算)

 探索TX
31～35,36のチェック時間が入力されて
いれば「探索した」と判断します

 フィニッシュタイム

基準時間、1組スタート時間、スタート組
から算出します
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(4)結果出力

 結果の印刷

 結果データの出力(CSVファイル)
 入賞者データの出力(CSVファイル)

表彰状の差込印刷などに利用できる

 各TXの探索データの出力(CSVファイル)

★最も便利な機能

何か不安要素が出たらコレ！！

集計時間は15分！

 [ファイル]－[データの初期化]
 競技内容設定が保持されたまま、選手
データ等が初期化される
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★今まで多くあったトラブル

 SIカードの未クリア

(前の大会のデータが残っている)
 SIマネージャーからデータ形式のミス

(HH:MM:SSがMMMM:SSとなっているなど）

競技前の選手への注意
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(1)パンチの確認

 カードを差し込むと約1秒弱でパンチされます。
(ゼロコンマ数秒だと未パンチとなります

スタート前のチェックで体感して下さい)
 電子音「ピッ」と「LED点灯」があります。

 パンチされたか不安なら再度チェックして下さ
い(計30回パンチ可能です)

「パンチ(チェック)されたことを確認して下
さい」（選手の自己責任）

(2)フィニッシュについて

 「フィニッシュタイムはパンチングフィニッ
シュで計測します」

(フィニッシュラインを駈け抜けると不利)
 フィニッシュパンチを複数回すると最後
のパンチ時間が記録されます。

(確実に1回でパンチ)
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(3)カード紛失について

 「有料4,000円となります」

(お金だけでなく、国内では購入できない)
 「不安な選手はヒモなどで手首等につな
いでおいて下さい」

 「特に手袋をしている選手は注意して下さ
い」

SIシステムを使用する安心感

SIカードが手元にあれば

おおむね15分で集計作業ができる

 細かい設定その他は事前準備であり、
競技中の煩雑な操作はほとんど無し
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今後の課題

 SIマネージャーに代わるソフトについて

 ステーションの電池交換について

 ARDF SIの更なるバージョンアップ？

今後の情報・質問について

 ホームページ(ＪＦφＦＤＴ)
http://linu.x0.com/ardf/

 メール(ＪＦφＦＤＴ)
jf0fdt@jarl.com

 メーリングリスト(ARDF日本)
http://www.ardf.jp
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どうもありがとうございました

ARDF競技を活性化していきましょう


